
HTT032-P01 会場:コンベンションホール 時間: 5月24日17:15-18:45

手取川扇状地における河畔林の時系列変化

A chronological studies on changes in riparian forest along the River
Tedori, Ishikawa, Japan
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 近年，多くの扇状地河川において河床の安定化が進み，それに伴って砂礫河床が減少し，樹林
化しつつあることが課題になっている。河川域における自然環境には河畔林の持つ意義が極めて
大きいが，無条件に自然環境を保存・保護することを理由に河畔林を放置することは，かえって
洪水による被害や河川生態系バランスの崩れをもたらす可能性もある。河川生態系において重要
な機能を持つ河畔林に対しては，生態系のバランスを考慮した合理かつ効率的な管理がなされる
ことが望ましい。治水と河川環境を両立させた河道管理を実施していくためには，河川環境の中
の最も大きな要素である河畔林の繁茂状況とその盛衰を把握することは重要である。
 そこで本研究では，石川県の手取川扇状地を対象に，その水辺地域における河畔林の時空間的
変化について，空中写真のある1947年から2002年までの50年をさかのぼって明かにし，研究対
象地域で行われた過去の河川改修工事データと鶴来観測所で観測された過去の流量データを参考
して河畔林の変化要因をまとめることを目的として分析を行った。
 データは，国土地理院から撮影発行されている研究対象地域で撮影された1947年，1984年3時
期の空中写真と数値地図25000（地図画像・世界測地系対応版）を利用した。また，国土交通省
北陸地方整備局金沢河川国土事務所が発行した『平成14年度手取川水系植生調査報告書』（国土
開発センター，2003）およびその植生図を参考資料として利用した。そして最後に，植生変化
の主な要因を考察するために，手取川扇状地区間水辺地域の過去の河川改修工事データをと鶴来
観測所で観測された流量データを利用した。
 解析方法は，空中写真をスキャンして画像化し，GIS（Geographic Information System：地理
情報システム）により簡易的に幾何補正し，空中写真から読み取れる植生群落の境界線をトレー
スして各時期の植生図のデジタル化を行った。そして，デジタル化した3時期の植生図を基づい
て，河畔林の変化を時空間的に明らかにし，変遷の要因をまとめた。
 その結果，手取川扇状地河畔域では，河川改修の進展によって出水・攪乱が減少し，河道の固
定化・河原の安定化が進行することに伴い，植生の侵入・樹林化が進行してきたことが明らかと
なった。
 河畔林の面積による定量的変化からみると，1947年，1984年，2002年3時期を通して，手取川
扇状地の水辺地域における草本群落は1984年に一回減少して2002年再び拡大し，樹木林は単純
増加し，自然裸地は単純減少し，開放水面は1984年に一回増加して2002年にはまた減少した。
このことからも，流路の固定化，ダムにより流量のコントロール等人為的影響を受け，手取川水
辺地域は急速に樹林化が進んでいることが分かった。また，モデル化した河畔林の時空間的変化
パターンからみると，2002年現時点での33%の植生群落（草本群落と樹木林）は，1947年の自
然裸地から変化している。全研究対象地域における草本群落は主に自然裸地へ侵入することによ
って面積を広げ，樹木林はその他の低木林，ヤナギ低木林，落葉広葉樹林の順に自然裸地に侵入



する以外，草本群落にも侵入して面積を広げている。2002年現時点で，河口から鶴来までの堤
外地域には，草本群落と自然裸地の総面積は全面積の約半分を占めている。もし今後とも流量の
コントロールにより樹林が破壊される程度の洪水の撹乱を受けないまま河床が安定化していく場
合，樹林化の速度がさらに速くなると予測される。
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